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URu2Si2 の約17K の相転移は比熱から２次転移であることが知られているが、
低温での秩序変数は謎のままである。群論的考察から低温相の空間群を絞り込ん
で[1] から6 年が経過した。この間、４回対称性を破るなどの、部分群を絞り込
む時の仮定を否定するなどの実験結果の報告もあったが、決定的な結論には至っ
ていない。しかしながら、提案された部分群と整合する秩序変数の観測も行なわ
れていない。最近のラマン散乱の実験によると、#128 の空間群が有力と見られ
ている[2] が、この空間群は反強16 極子秩序として提案されている[3] ものであ
る。ただし、#128 はRu 位置での４回対称性が失われるために、Ru 位置での
NQR 振動数になんらかの異常が観測されなければならない。これらの経緯を振
り返り議論することで、隠れた秩序変数を再考する。 
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